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６．３．４	
 実務者の目視選別の内容と方法に関する調査	
 

 
（１）背景と目的 
	
 木造建築物の構造設計に際して、時刻歴応答計算や限界耐力計算、エネルギー法を適用した場合

を除いた全ての場合に、建築基準法施行令（以下、「令」と称する）第３章第３節の仕様書的規定が

適用されるが、令第 46条第２項を適用して S62建設省告示（以下、「建告」と称する）第 1898号
に掲げる材料を使用して、S62 建告第 1899 号の構造計算、則ち許容応力度計算を行えば多くの仕
様規定が適用除外される。特に壁量規定が除外されると差し鴨居の回転抵抗を考慮に入れた独立柱

の耐力計算や垂れ壁や腰壁の類の耐力計算に基づいた構造設計が可能となり、伝統構法には極めて

有効と考えられる。ここで、S62建告第 1898号では使用材料を集成材や製材のうち JASによる品
質が特定されたものに限られている。 
木造建築に関する伝統的技術には、材料を実務者の目で選別、品質管理することが含まれている。

実務者が材料を選ぶときに選別する条件、根拠などを明文化し、選別された材料の何が異なるのか

を科学技術的に説明することを目的として検討する。実務者による目視選別の内容、効果に何らか

の位置づけを与え、品質が担保されていることが証明されることにより、令第 46 条第２項を適用
して耐力壁を設けない建築物の構造安全性が確保される可能性を目途とする。 
 
（２）調査方法 
	
 120×240 mm×4 mの横架材を対象として調査を実施した。全国各地の６ヵ所から、節や目切れ
などの欠点が少ない材料と多い材料の両方を含むものとして４体ずつ調達した。これを E-ディフェ
ンスの実験場の床に並べ、実務者に曲げ弾性係数の高低、密度の高低、含水率の高低、産地、価格、

用途など及びその理由について調査票（次頁以降参照）を使用してアンケートを行った（写真 6.3.4-1，
6.3.4-2）。 
 

  
写真 6.3.4-1	
 床に並べられた各地の横架材	
 	
 写真 6.3.4-2	
 実務者のアンケート回答状況 

 
	
 一方、調査対象とした材料の密度、含水率、弾性係数等の基礎物性値（表 6.3.4-1）は予め測定し
ておいた。 
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表 6.3.4.1	
 アンケート対象とした材料の基礎物性 
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（３）調査結果 
	
 ☆または◎を 2、○を 1、△を 0、×を-1として評価値とし、各材料イ～ウの評価値の平均値を
求めて基礎物性値等と比較した。 
	
 まず、スパンをとばすところに使うものとしての評価値と弾性係数を比較して図 6.3.4-1に示す。
どちらかと言えば、弾性係数が高いほど評価値が高い傾向にあるものの、両者の相関関係は明確

ではない。このことから、実務者の目視によって選別された材料は必ずしも曲げ弾性係数が高い

わけではないことが分かる。なお、材料の曲げ弾性係数は、実務者によって“背”とする側を上

にして曲げ荷重を与えたときの弾性係数と、これと反対側を上にして曲げ荷重を与えたときの弾

性係数の両方を求めた。背を上にした場合の弾性係数と両者の平均値を比較した結果、平均値と

両者を比べたところ（図 6.3.4-2）、両者に大きな差異はなかった。以上から、実務者による“背”、
“腹”の選別は、必ずしも弾性係数の大小とは一致せず、スパンをとばす箇所に使用する材料は、

弾性係数の大小を目途として選別している訳ではないことが分かる。一方、曲げ弾性係数と④曲

がりにくさ、⑤曲げ強さの評価値の関係を図 6.3.4-3に示す。曲げ弾性係数とそれらの評価値の間
には、限定的ではあるが正の相関が認められた。則ち、曲げ弾性係数が大きいものは、曲がりに

くい、曲げ強さが高いとして目視選別において評価されている可能性が示唆された。 

	
 	
  
図 6.3.4-1	
 ①スパンをとばす箇所に使うものと弾性	
 	
  図 6.3.4-2	
 弾性係数の平均値と背を上
に 
	
 	
 	
  係数の関係	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
     したときの弾性係数の関
係 

	
  
図 6.3.4-3	
 曲げ弾性係数と④曲がりにく	
 	
 図 6.3.4-4	
 ②重要な接合部を構成するものと密度 

さ、⑤曲げ強さの評価値の関係	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 （含水率を除去）の関係 
 
次に、重要な接合部を構成するものと密度（含水率を除去）の関係を図 6.3.4-4に示す。どちら

かと言えば、密度が高い方が、重要な接合部を構成するものとして評価されているようにも見え
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なくもないが、両者の相関性は低く、実務者が重要な接合部を構成する部材として、密度が高い

材料を選別しているわけではないことが示唆される。ここで、見かけの密度と高周波式含水率計

で測定した含水率 Mc を考慮して除いた密度との関係は次式で表されるが、両者を比較すると図
6.3.4.-7のとおりとなる。なお、含水率は各材料の元口、中央部、末口の３箇所について、４面の
含水率を高周波式含水率計で測定し、12の数値を平均した数値を当該部材の含水率として取り扱
っている。	
 

	
 

（含水率を除いた密度）＝（見かけの密度）×（100－Mc）／100	
 
	
 

実務者が評価する含水率の大小と高周波式含水率計による測定値を比較した結果を図 6.3.4-5

に示す。両者の間には強い相関関係があり、アンケート回答時に部材を持ち上げてみるなどして

評価したこともあり、実務者は含水率の大小を的確に評価していることが分かる。また、含水率

の大小と実務者が⑥乾燥割れや⑦狂いが生じやすいかどうか評価した結果を図 6.3.4-6 に示す。

両者の間には明確な相関関係が見られないことから、実務者は含水率の大小から乾燥割れや狂い

が生じやすいか否かを判断している可能性は低いと考えられる。	
 

	
  
図 6.3.4-5	
 ③含水率が低いものと含水率の関係	
 	
 	
 図 6.3.4-6	
 含水率と⑥乾燥割れ、⑦狂
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  が生じにくいの評価値との関
係 

 
	
 一方、材料の木口面の年輪数を数え、平均年輪幅を求めた。これを密度と曲げ弾性係数と比較

してそれぞれ図 6.3.4-7、および図 6.3.4-8 に示した。平均年輪幅と密度（見かけの密度および含
水率を除去した密度とも）の間にはある一定の範囲で相関関係があり、年輪幅が広いほど密度が

低いことが分かる。これに対して、平均年輪幅と曲げ弾性係数の間には明確な相関関係があると

は言えない。一方、平均年輪幅と①スパンを飛ばす箇所に使用する部材として、②重要な接合部

を構成する部材として使用する場合の評価を比較して図 6.3.4-9に示す。両者の間には明確な相関
関係があり、年輪幅が狭いほど実務者がスパンととばすところに使用する材料、および重要な接

合部を構成する部材として使用する材料としての評価が高い。さらに、平均年輪幅と④曲がりに

くさ、および⑤曲げ強さの評価値を比較して図 6.3.4-10に示す。両者の間にも相関関係があり、
平均年輪幅が狭いほど評価が高い。よって、年輪幅が狭いほど実務者は曲がりにくく、かつ曲げ

強さも強いと評価していることが分かる。 
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   図 6.3.4-7	
 平均年輪幅と密度の関係	
 	
 	
 	
 	
 	
 図 6.3.4-8	
 平均年輪幅と曲げ弾性係数の関
係 
 

	
 	
  
図 6.3.4-9	
 平均年輪幅と①スパンを飛ばす、	
 	
 	
 	
 図 6.3.4-10	
 平均年輪幅と④曲がりにくさ、 

②重要な接合部に使用するか否かの	
 	
 	
 	
 	
 	
  	
 	
 	
 ⑤曲げ強さの評価値の関係 
評価の関係 

 
（４）まとめ 
	
 実務者の目視選別の方法と内容をアンケートによって調べた結果、重要な部分に使用する材料

は、密度、弾性係数の大小で選ぶのではなく、年輪幅の大小で選別している可能性が示唆された。 
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